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本発表は、副詞 absolumentが単独で発話単位を構成する場合について、その

統語機能および自立性に着目し、話し言葉コーパスを用いて半自立的叙述談話単位

としての統語・談話機能を記述することを目的とする。 

従来の研究では、absolumentのこの用法は主に副詞の分類の観点から記述されて

おり、oui-non疑問文に対する応答文としての場合のみが扱われてきた（Schlyter 

1977, Molinier & Levrier 2000）。しかし、実際には absolumentは以下のようなコンテ

クストでも現れる。 

• 賛同を示唆する質問文の後 

(1) 

EQ : donc ça fait partie du projet 

L1 : absolument   (CFPP2000_7e-v2) 

• 平叙文の後 

(2)  

L1 : et puis surtout le le temps que les gens passent devant Internet ah ça ça a mangé 

énormément le le loisir lecture est devenu le loisir image hein quelque part on est quand on 

passe quatre heures sur Internet on pen- on a plus beaucoup de temps pour ouvrir un livre 

EQ : absolument   (CFPP2000_14e-1-v2) 

Absolumentという語が副詞に分類されることから、それ単独で構成される単

位の性質についての考察が不十分であった。しかし、absolument の単独発話単位は、

副詞としては、それそのものの意味価値および被修飾要素との関係が軽薄であり、

また、ディスコースマーカーというには、自立性と発話モダリティを持っており、

さらには、完全に独立した文というには、先行する発話に依存する特性を示すため、

既存のこれらの語のカテゴリーによる分類が困難である。 

本研究では、Le Goffic（1993）および Lefeuvre（1999）の非動詞文を含む文の

研究を踏まえ、動詞を含まないが叙述機能を持つ単位として absolumentの単独発話

単位を分析し、談話を構成する談話単位の中に位置づけることを狙いとする。 

本研究の観察を通して、absolumentの単独発話単位は、統語的には独立してい

るが、先行する発話単位に意味・文脈的に先行する発話単位に依存しており、« [ce 

que P est] c’est absolument vrai / ça, P » のように中性指示代名詞« ce/ça »が示すような

媒介的照応 (cf. Le Goffic 1993 : 141) をその統語機能の中に含意しているということ

を示す。 

これにより、absolumentは発話文の核ではなく、問われている命題の真偽性に

ついての話者の評価を再入するものであると結論付ける。 
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